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１. 調査の目的 

 

将来の人口減少対策として、今後市が重点的に取り組むべき政策目標・施策を示す「八千代市

まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置づける各事業に関連して、市民の満足度を把握するこ

とを目的に実施する。 

 

２. 調査の設計 

 

調査対象  ：市内に在住の 18 歳以上の男女 

調査標本  ：3,000 名を抽出し、最終的に 2,994 人を調査標本とした 

抽出方法  ：住民基本台帳より実際の年齢、性別、地域の人口割合に近い値となるように 

抽出した 

調査方法  ：郵送による配布・回収 

調査期間  ：平成 30 年 1 月 22 日～2月 8 日 

 

３. 回収状況 

 

標本数 有効回収数 有効回収率 

2,994 1,103 36.8％ 

 

４. 報告書を読む際の留意点 

 

○集計は、小数第２位を四捨五入して算出しているため、数値の合計が 100.0％にならない場

合があります。 

○基数となる実数は、「ｎ」として表示しています。 

○回答者数が 30 未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中ではふ

れていない場合があります。 

○統計数値を考察するにあたっての表現はおおむね以下の通りです。 
 

例 表現 

1 7 . 0～ 1 9 . 9％ 約２割 

2 0 . 0～ 2 0 . 9％ ２割 

2 1 . 0～ 2 2 . 9％ ２割を超える 

2 3 . 0～ 2 6 . 9％ ２割台半ば 

2 7 . 0～ 2 9 . 9％ 約３割 
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５. 標本誤差 

標本誤差は次の式で得られ，①比率算出の基数（ｎ），②回答の比率（ｐ）によって誤差幅が

異なる。 

 

  Ｎ－ｎ   ｐ（１－ｐ） 
  標本誤差＝±２ 

  Ｎ－１      ｎ 

 

今回の調査結果の標本誤差は下記のようになる。 

回答比率(ｐ) 

 
ｎ 

90％または

10％程度 

80％または

20％程度 

70％または

30％程度 

60％または

40％程度 

50％程度 

1,103 ±1.81% ±2.41% ±2.76% ±2.95% ±3.01% 

1,000 ±1.90% ±2.53% ±2.90% ±3.10% ±3.16% 

800 ±2.12% ±2.83% ±3.24% ±3.46% ±3.54% 

600 ±2.45% ±3.27% ±3.74% ±4.00% ±4.08% 

400 ±3.00% ±4.00% ±4.58% ±4.90% ±5.00% 

200 ±4.24% ±5.66% ±6.48% ±6.93% ±7.07% 

100 ±6.00% ±8.00% ±9.17% ±9.80% ±10.00% 

   ※ 上表は      ＝１ として算出している。なお，この表の計算式の信頼度は95％である。 

 

注／この表の見方 

 標本誤差とは、今回のように全体（母集団）の中から一部を抽出して行う標本調査において

は、全体を対象に行った調査と比べ、調査結果に差が生じることがあり、その誤差のことを

いう。この誤差は、標本の抽出方法や標本数によって異なるが、その誤差を数学的に計算す

ることが可能である。その計算式を今回の調査に当てはめて算出したのが、上記の表である。

見方としては、例えば、「ある設問の回答数が 1,103 であり，その設問中の選択肢の回答比

率が 60％であった場合、その回答比率の誤差の範囲は最高でも±2.95％以内（57.05～

62.95％）である」とみることができる。  

Ｎ－ｎ 
Ｎ－１ 

×

Ｎ＝母集団数（八千代市の18歳以上人口）

ｎ＝比率算出の基数（回答者数） 
ｐ＝回答の比率（％） 
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６. 居住地域 

居住地域別のクロス集計は，『八千代市地域コミュニティ推進計画』を参考にし，次のように

集約して分析の軸としている。 

 

居住地区名  集約後の居住地域 

大和田地区  

大和田地域 ゆりのき台地区  

大和田新田(A)地区  

大和田新田(B)地区  

高津・緑が丘地域 高津・緑が丘地区  

高津団地地区  

八千代台東南地区  
八千代台地域 

八千代台西北地区  

勝田台地区  勝田台地域 

村上地区  
村上地域 

村上団地地区  

阿蘇地区  
阿蘇地域 

米本団地地区  

睦地区  睦地域 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

第２章 調査結果の分析
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ｎ 構成比

男 496 45.0%

女 603 54.7%

　無回答 4 0.4%

　全　体 1,103 100.0%

45.0 

54.7 

0.4 

0 20 40 60 80
（%）

ｎ 構成比

１８～１９歳 22 2.0%

２０～２９歳 83 7.5%

３０～３９歳 140 12.7%

４０～４９歳 203 18.4%

５０～５９歳 169 15.3%

６０～６９歳 190 17.2%

７０歳以上 291 26.4%

　無回答 5 0.5%

　全　体 1,103 100.0%

2.0 

7.5 

12.7 

18.4 

15.3 

17.2 

26.4 

0.5 

0 10 20 30
（%）

ｎ 構成比

会社員 336 30.5%

自営業 38 3.4%

農業 5 0.5%

公務員 42 3.8%

専業主婦または主夫 226 20.5%

学生 42 3.8%

無職 246 22.3%

その他 160 14.5%

　無回答 8 0.7%

　全　体 1,103 100.0%

30.5 

3.4 

0.5 

3.8 

20.5 

3.8 

22.3 

14.5 

0.7 

0 10 20 30 40

（%）

１. 調査対象者の属性 

 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）職業 
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ｎ 構成比

大和田地区 111 10.1%

ゆりのき台地区 54 4.9%

大和田新田(Ａ)地区 98 8.9%

大和田新田(Ｂ)地区 78 7.1%

高津・緑が丘地区 152 13.8%

八千代台東南地区 84 7.6%

八千代台西北地区 117 10.6%

勝田台地区 104 9.4%

村上地区 166 15.0%

阿蘇地区 15 1.4%

睦地区 30 2.7%

米本団地地区 30 2.7%

高津団地地区 39 3.5%

村上団地地区 22 2.0%

　無回答 3 0.3%

　全　体 1,103 100.0%

10.1 

4.9 

8.9 

7.1 

13.8 

7.6 

10.6 

9.4 

15.0 

1.4 

2.7 

2.7 

3.5 

2.0 

0.3 

0 5 10 15 20
（%）

ｎ 構成比

大和田地域 263 23.8%

高津・緑が丘地域 269 24.4%

睦地域 30 2.7%

村上地域 188 17.0%

阿蘇地域 45 4.1%

勝田台地域 104 9.4%

八千代台地域 201 18.2%

　無回答 3 0.3%

　全　体 1,103 100.0%

23.8 

24.4 

2.7 

17.0 

4.1 

9.4 

18.2 

0.3 

0 10 20 30
（%）

（４）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（再掲）７地域】 
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今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

22.5 

27.1 

25.3 

43.4 

40.1 

40.2 

13.9 

13.7 

12.2 

11.8 

12.6 

13.8 

6.3 

5.4 

7.1 

2.2 

1.0 

1.4 

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

２. 八千代市まち・ひと・しごと創生に関する市民満足度調査結果 

 

（１）「八千代市のイメージ」について 

問5 本市は、都心から30 ㎞圏に位置し、東京のベッドタウンとして発展してきました。また、新川を中心に広大

な田園が広がるなど、豊かな自然も残されています。あなたは本市のイメージは良いと思いますか？ 

 

 

 

本市のイメージが良いと思うかについては、「思う」（22.5％）と「やや思う」（43.4％）を合わせた

＜思う 計＞は 65.9％となっています。 

前回調査と比較してみると、＜思う 計＞は前回調査より 1.3 ポイント減少しています。 

平成 31 年度末までの目標値 69.0％に対して、平成 29 年度の実績値は 65.9％であり、今回調査の達

成率は 95.5％となっています。 

  

平成 31 年度末 

目標値：69.0％ 

平成 29 年度 

実績値：65.9％ 

思う

計

思わない

計

65.9 18.1

67.2 18.0

65.5 20.9
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

23.6

21.6

9.1

22.9

19.3

16.3

21.9

25.8

27.1

20.9

21.6

26.7

27.7

20.0

19.2

22.4

41.5

44.9

59.1

38.6

37.1

47.3

44.4

40.0

45.7

47.1

43.9

33.3

42.6

44.4

45.2

39.3

13.1

14.6

4.5

15.7

19.3

14.8

16.6

13.7

9.6

10.6

16.4

26.7

12.2

8.9

18.3

13.4

12.1

11.6

22.7

16.9

15.7

12.8

7.7

12.1

8.9

13.7

8.6

10.0

10.6

17.8

9.6

14.9

7.1

5.5

4.5

6.0

7.1

7.4

7.7

5.3

5.2

5.3

7.8

-

3.2

8.9

5.8

8.5

2.6

1.8

-

-

1.4

1.5

1.8

3.2

3.4

2.3

1.9

3.3

3.7

-

1.9

1.5

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

思う

計

思わない

計

65.1 19.2

66.5 17.1

68.2 27.2

61.5 22.9

56.4 22.8

63.6 20.2

66.3 15.4

65.8 17.4

72.8 14.1

68.0 19.0

65.5 16.4

60.0 10.0

70.3 13.8

64.4 26.7

64.4 15.4

61.7 23.4

性別では大きな差はみられません。 

年齢別にみると、＜思う 計＞の割合は 70 歳以上で７割を超えて多くなっている一方で、30～39 歳

では５割台半ばとなっています。 

居住地域別にみると、＜思う 計＞の割合は村上地域で 70.3％と最も多くなっています。 

一方、＜思わない 計＞の割合は阿蘇地域、八千代台地域で共に２割台半ばとなっています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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（２）「八千代市の活性化」について 

問6 まちの活性化のためには、「地域コミュニティの活性化」、「地域の産業の活性化」「地域の観光の活性化」

などが必要ですが、本市は現在、まちが活性化していると感じますか？ 

 

 

 

まちが活性化していると感じるかについては、「やや感じない」（32.8％）と「感じない」（22.2％）

を合わせた＜感じない 計＞が 55.0％と半数を超えています。 

前回調査と比較してみると、＜感じない 計＞は前回調査（55.3%）とほぼ変化はありません。 

平成 31 年度末までの目標値 30.0％に対して、平成 29 年度の実績値は 21.5％であり、今回調査の達成

率は 71.7％となっています。 

  

今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

2.5 

4.1 

3.9 

19.0 

19.9 

18.4 

21.4 

19.8 

18.8 

32.8 

36.2 

33.3 

22.2 

19.1 

24.6 

2.0 

0.9 

1.1 

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

平成 31 年度末 

目標値：30.0％ 

平成 29 年度 

実績値：21.5％ 

感じる

計

感じない

計

21.5 55.0

24.0 55.3

22.3 57.9
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

1.6

3.3

4.5

-

1.4

2.5

1.8

2.1

4.5

1.9

4.1

-

2.1

4.4

1.9

2.0

20.6

17.6

13.6

24.1

22.9

15.8

15.4

16.8

21.3

19.8

20.8

20.0

21.8

13.3

16.3

14.9

22.0

21.1

22.7

20.5

18.6

19.2

26.0

23.7

20.3

22.4

25.7

20.0

21.8

20.0

19.2

15.9

28.8

36.3

36.4

34.9

35.7

38.9

32.5

32.6

27.1

33.5

30.5

33.3

33.5

28.9

34.6

34.8

24.4

20.2

22.7

20.5

21.4

22.2

21.9

22.1

23.4

20.2

17.5

23.3

17.6

33.3

26.0

30.8

2.6

1.5

-

-

-

1.5

2.4

2.6

3.4

2.3

1.5

3.3

3.2

-

1.9

1.5

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

感じる

計

感じない

計

22.2 53.2

20.9 56.5

18.1 59.1

24.1 55.4

24.3 57.1

18.3 61.1

17.2 54.4

18.9 54.7

25.8 50.5

21.7 53.7

24.9 48.0

20.0 56.6

23.9 51.1

17.7 62.2

18.2 60.6

16.9 65.6

性別にみると、＜感じない 計＞の割合は女性（56.5％）が男性（53.2％）を 3.3 ポイント上回って

います。 

年齢別にみると、＜感じない 計＞の割合は 40～49 歳で６割を超えて最も多くなっており、一方、

＜感じる 計＞では、20～39 歳と 70 歳以上が他の年代よりも多くなっています。 

居住地域別にみると、＜感じない 計＞の割合は八千代台地域、阿蘇地域、勝田台地域で６割以上と

多くなっており、＜感じる 計＞の割合は、高津・緑が丘地域、村上地域で他の地域よりも多くなって

います。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【性
別
】 

【年
齢
別
】 
【
居
住
地
域
別
】 
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今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

9.9 

9.4 

7.1 

34.5 

36.0 

32.9 

18.4 

16.9 

18.4 

19.3 

20.6 

17.0 

15.9 

16.1 

23.2 

2.1 

1.0 

1.4 

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

（３）「新川周辺の活性化」について 

問7 市のシンボル的存在の新川の周辺には、やちよふれあい農業の郷、中央図書館・市民ギャラリーや総合グ

ラウンドなどがあり、また、夏には八千代ふるさと親子祭が開催されるなど、イベントにも活用されています。

あなたは新川周辺が活性化していると感じますか？ 

 

 

 

新川周辺が活性化していると感じるかについては、「感じる」（9.9％）と「やや感じる」（34.5％）を

合わせた＜感じる 計＞（44.4％）が「やや感じない」（19.3％）と「感じない」（15.9％）を合わせた

＜感じない 計＞（35.2％）を 9.2 ポイント上回っています。 

前回調査と比較してみると、＜感じる 計＞は前回調査より 1.0 ポイント減少、＜感じない 計＞は

1.5 ポイント減少しています。 

平成 31 年度末までの目標値 44.0％に対して、平成 29 年度の実績値は 44.4％であり、今回調査の達成

率は 100.1％となっています。 

 

  

平成 31 年度末 

目標値：44.0％ 

平成 29 年度 

実績値：44.4％ 

感じる

計

感じない

計

44.4 35.2

45.4 36.7

40.0 40.2
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

11.1

8.6

27.3

15.7

7.9

9.9

4.1

7.4

12.7

10.6

10.0

3.3

11.2

13.3

12.5

6.0

34.9

34.2

40.9

37.3

27.1

36.9

40.2

30.5

34.0

41.1

28.6

30.0

39.9

28.9

33.7

30.8

16.1

20.4

18.2

15.7

29.3

17.2

12.4

17.4

18.9

13.3

22.3

16.7

11.7

20.0

15.4

27.4

17.5

20.9

4.5

14.5

25.7

20.2

23.7

20.5

15.1

17.9

23.4

20.0

19.7

20.0

18.3

15.9

17.5

14.4

9.1

16.9

10.0

13.8

17.8

22.1

15.1

14.8

14.5

26.7

13.3

17.8

18.3

18.4

2.8

1.5

-

-

-

2.0

1.8

2.1

4.1

2.3

1.1

3.3

4.3

-

1.9

1.5

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

感じる

計

感じない

計

46.0 35.0

42.8 35.3

68.2 13.6

53.0 31.4

35.0 35.7

46.8 34.0

44.3 41.5

37.9 42.6

46.7 30.2

51.7 32.7

38.6 37.9

33.3 46.7

51.1 33.0

42.2 37.8

46.2 36.6

36.8 34.3

性別にみると、＜感じる 計＞の割合は男性（46.0％）が女性（42.8％）を 3.2 ポイント上回ってい

ます。 

年齢別にみると、＜感じる 計＞の割合は 18～19 歳、20～29 歳で半数以上と多くなっています。 

居住地域別にみると、＜感じる 計＞の割合は大和田地域、村上地域で半数以上と多くなっています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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（４）「地域活動」について 

問8 地域には、自治会などの活動をはじめ、老人クラブや地域ボランティアなどの様々な活動がありますが、あ

なたは積極的に地域活動に参加していると思いますか？ 

 

 

 

積極的に地域活動に参加していると思うかについては、「思う」（5.1％）、「やや思う」（12.4％）を合

わせた＜思う 計＞は 17.5％となっています。 

前回調査と比較してみると、＜思う 計＞は前回調査より 1.9 ポイント減少しています。 

平成 31 年度末までの目標値 50.0％に対して、平成 29 年度の実績値は 17.5％であり、今回調査の達成

率は 35.0％となっています。 

  

平成 31 年度末 

目標値：50.0％ 

平成 29 年度 

実績値：17.5％ 

今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

5.1 

5.3 

4.6 

12.4 

14.1 

13.5 

7.8 

7.9 

5.3 

19.6 

18.3 

15.9 

53.3 

53.5 

59.6 

1.8 

1.0 

1.1 

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

思う

計

思わない

計

17.5 72.9

19.4 71.8

18.1 75.5



［第２章 調査結果の分析］ 

18 

n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

6.5

3.8

4.5

-

0.7

3.0

4.1

5.8

10.0

5.3

3.3

6.7

5.3

2.2

7.7

5.5

9.3

14.9

-

3.6

6.4

11.3

11.2

14.7

18.9

9.9

13.4

6.7

12.2

22.2

16.3

11.4

8.1

7.6

4.5

8.4

10.0

8.4

8.9

3.7

8.2

6.5

8.9

10.0

8.5

8.9

8.7

6.5

18.1

20.7

9.1

12.0

15.7

21.2

24.3

22.1

18.9

19.4

18.6

16.7

19.7

20.0

22.1

19.9

55.8

51.4

81.8

75.9

67.1

54.7

49.7

51.6

40.5

56.7

54.6

56.7

50.5

46.7

44.2

55.7

2.2

1.5

-

-

-

1.5

1.8

2.1

3.4

2.3

1.1

3.3

3.7

-

1.0

1.0

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

思う

計

思わない

計

15.8 73.9

18.7 72.1

4.5 90.9

3.6 87.9

7.1 82.8

14.3 75.9

15.3 74.0

20.5 73.7

28.9 59.4

15.2 76.1

16.7 73.2

13.4 73.4

17.5 70.2

24.4 66.7

24.0 66.3

16.9 75.6

性別にみると、＜思う 計＞の割合は女性（18.7％）が男性（15.8％）を2.9ポイント上回っています。 

年齢別にみると、＜思う 計＞の割合は年齢が上がるにつれて増加する傾向にあり、70 歳以上では約

３割となっています。 

居住地域別にみると、＜思う 計＞の割合は阿蘇地域、勝田台地域で２割台半ばと多くなっています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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（５）「地域消防・救急体制」について 

問9 市では、消防拠点の整備や車両の増強、救急・救助体制の強化や医療機関との連携強化に努めていると

ころですが、あなたは本市の地域消防・救急体制が整っていると感じますか？ 

 

 

本市の地域消防・救急体制が整っていると感じるかについては、「感じる」（12.6％）と「やや感じる」

（28.5％）を合わせた＜感じる 計＞が 41.1％となっています。一方、「わからない」も 41.6％と多く

なっています。 

前回調査と比較してみると、＜感じる 計＞は前回調査（41.8％）とほぼ変化はありません。 

平成 31 年度末までの目標値 50.0％に対して、平成 29 年度の実績値は 41.1％であり、今回調査の達成

率は 82.2％となっています。 

  

今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

12.6 

12.1 

13.8 

28.5 

29.7 

30.4 

41.6 

43.1 

41.1 

8.9 

8.7 

7.4 

6.6 

5.1 

6.2 

1.8 

1.2 

1.1 

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

平成 31 年度末 

目標値：50.0％ 

平成 29 年度 

実績値：41.1％ 

感じる

計

感じない

計

41.1 15.5

41.8 13.8

44.2 13.6
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

14.5

10.6

31.8

10.8

6.4

11.8

7.7

10.5

19.2

11.4

12.6

3.3

11.7

17.8

17.3

12.4

29.8

27.5

13.6

18.1

23.6

23.2

26.0

35.3

35.4

29.7

24.9

20.0

27.7

24.4

30.8

33.8

38.1

44.6

45.5

59.0

54.3

46.8

42.6

36.8

29.2

40.7

39.4

46.7

48.9

40.0

42.3

37.8

8.7

9.1

4.5

3.6

7.1

8.9

13.0

9.5

8.9

6.8

13.4

16.7

5.3

11.1

4.8

9.5

6.5

6.8

4.5

8.4

8.6

7.9

8.9

5.3

4.1

9.1

8.6

10.0

3.2

4.4

3.8

5.5

2.4

1.3

-

-

-

1.5

1.8

2.6

3.1

2.3

1.1

3.3

3.2

2.2

1.0

1.0

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

性別にみると、＜感じる 計＞の割合は男性（44.3％）が女性（38.1％）を 6.2 ポイント上回ってい

ます。 

年齢別にみると、＜感じる 計＞の割合は 70 歳以上で５割台半ばと最も多くなっています。 

居住地域別にみると、＜感じる 計＞の割合は勝田台地域で約５割と最も多くなっています。一方で

村上地域、睦地域で「わからない」が４割台半ば～約５割と多くなっています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じる

計

感じない

計

44.3 15.2

38.1 15.9

45.4 9.0

28.9 12.0

30.0 15.7

35.0 16.8

33.7 21.9

45.8 14.8

54.6 13.0

41.1 15.9

37.5 22.0

23.3 26.7

39.4 8.5

42.2 15.5

48.1 8.6

46.2 15.0

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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（６）「災害に備えた対策」について 

問10 市では、災害に備えて情報伝達手段の多様化や、食料などの必要物資の備蓄などに努めているところで

すが、本市は災害に備えた対策が適切に行われていると思いますか？ 

 

 

本市は災害に備えた対策が適切に行われていると思うかについては、「思う」（2.6％）と「やや思う」

（14.4％）を合わせた＜思う 計＞（17.0％）が「やや思わない」（10.7％）と「思わない」（9.2％）

を合わせた＜思わない 計＞（19.9％）を 2.9 ポイント下回っています。また、「わからない」も 61.1％

と多くなっています。 

前回調査と比較してみると、＜思う 計＞は前回調査より 5.1 ポイント減少しています。 

平成 31 年度末までの目標値 33.9％に対して、平成 29 年度の実績値は 17.0％であり、今回調査の達成

率は 50.1％となっています。 

  

今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

2.6 

3.7 

4.1 

14.4 

18.4 

14.9 

61.1 

61.0 

61.1 

10.7 

9.4 

10.4 

9.2 

6.2 

8.8 

2.0 

1.3 

0.7 

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

平成 31 年度末 

目標値：33.9％ 

平成 29 年度 

実績値：17.0％ 

思う

計

思わない

計

17.0 19.9

22.1 15.6

19.0 19.2
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

2.6

2.7

4.5

4.8

1.4

2.5

1.2

1.6

4.1

1.5

3.0

3.3

2.7

2.2

3.8

3.0

12.7

15.8

22.7

16.9

7.9

13.8

13.6

11.6

18.6

12.2

13.0

6.7

12.2

8.9

24.0

18.4

63.3

59.4

59.1

61.4

71.4

63.1

62.1

60.5

55.0

64.6

63.6

66.7

67.0

73.3

51.0

49.8

9.7

11.4

4.5

8.4

12.1

8.9

10.7

14.2

10.3

9.9

8.9

3.3

9.6

8.9

9.6

16.9

9.3

9.1

9.1

8.4

7.1

10.3

10.1

9.5

8.6

9.5

10.4

13.3

5.3

6.7

9.6

10.4

2.4

1.7

-

-

-

1.5

2.4

2.6

3.4

2.3

1.1

6.7

3.2

-

1.9

1.5

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

性別にみると、＜思う 計＞の割合は女性（18.5％）が男性（15.3％）を3.2ポイント上回っています。 

年齢別にみると、＜思う 計＞の割合は 18～19 歳、20～29 歳、70 歳以上で２割以上と多くなってい

ます。一方で「わからない」の割合は 30～39 歳で７割を超え最も多くなっています。 

居住地域別にみると、＜思う 計＞の割合は勝田台地域で約３割と多くなっています。また八千代台

地域では＜思う 計＞の割合が２割を超えているものの、＜思わない 計＞の割合も約３割と多くなっ

ています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

思う

計

思わない

計

15.3 19.0

18.5 20.5

27.2 13.6

21.7 16.8

9.3 19.2

16.3 19.2

14.8 20.8

13.2 23.7

22.7 18.9

13.7 19.4

16.0 19.3

10.0 16.6

14.9 14.9

11.1 15.6

27.8 19.2

21.4 27.3

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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（７）「公共交通不便地域における高齢者の移動」について 

問11 市では、公共交通の利用が困難な地域に居住し、外出が困難な高齢者のため、タクシーの利用料金の一

部を助成し高齢者の外出を支援していますが、本市は公共交通不便地域にお住まいの高齢者など、交通

弱者にやさしい交通環境だと感じますか？ 

 

 

本市は交通弱者にやさしい交通環境だと感じるかについては、「やや感じない」（20.1％）と「感じな

い」（22.3％）を合わせた＜感じない 計＞が 42.4％となっています。一方、「わからない」は 43.2％

と多くなっています。 

前回調査と比較してみると、＜感じる 計＞は前回調査より 1.8 ポイント減少しています。 

平成 31 年度末までの目標値 23.5％に対して、平成 29 年度の実績は 12.2％であり、今回調査の達成率

は 51.9％となっています。 

  

今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

2.3 

2.0 

3.0 

9.9 

12.0 

11.2 

43.2 

42.7 

43.0 

20.1 

20.6 

19.1 

22.3 

21.7 

22.7 

2.2 

1.1 

1.1 

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

平成 31 年度末 

目標値：23.5％ 

平成 29 年度 

実績値：12.2％ 

感じる

計

感じない

計

12.2 42.4

14.0 42.3

14.2 41.8
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

2.2

2.3

4.5

8.4

2.1

-

0.6

2.1

3.1

1.9

1.5

6.7

1.6

4.4

1.9

3.5

9.3

10.1

13.6

12.0

12.1

11.3

8.3

6.3

9.6

9.1

11.2

3.3

9.6

2.2

10.6

10.9

46.0

41.3

50.0

38.6

51.4

46.3

40.2

43.2

39.9

45.6

46.1

26.7

42.6

24.4

42.3

44.8

19.0

21.2

18.2

16.9

20.7

19.2

26.0

22.6

16.8

18.3

19.0

20.0

19.7

37.8

22.1

19.9

20.6

23.5

13.6

24.1

12.9

21.7

22.5

23.2

26.8

22.8

20.8

40.0

22.9

31.1

21.2

18.9

3.0

1.5

-

-

0.7

1.5

2.4

2.6

3.8

2.3

1.5

3.3

3.7

-

1.9

2.0

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

性別にみると、＜感じない 計＞の割合は女性（44.7％）が男性（39.6％）を 5.1 ポイント上回って

います。 

年齢別にみると、＜感じない 計＞の割合は 50～59 歳で約５割と最も多くなっています。 

居住地域別にみると、＜感じない 計＞の割合は阿蘇地域で約７割、睦地域で６割と多くなっています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じる

計

感じない

計

11.5 39.6

12.4 44.7

18.1 31.8

20.4 41.0

14.2 33.6

11.3 40.9

8.9 48.5

8.4 45.8

12.7 43.6

11.0 41.1

12.7 39.8

10.0 60.0

11.2 42.6

6.6 68.9

12.5 43.3

14.4 38.8

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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（８）「防災・生活情報の得やすさ」について 

問12 市では、防災・生活情報の伝達強化や、多言語による防災・生活情報の配信に取り組んでいますが、あな

たは防災・生活情報が得やすいと感じますか？ 

 

 

生活・防災情報が得やすいと感じるかについては、「やや感じない」（23.6％）と「感じない」（15.6％）

を合わせた＜感じない 計＞が 39.2％、「感じる」（4.1％）と「やや感じる」（21.7％）を合わせた＜感

じる 計＞が 25.8％となっています。一方、「わからない」は 33.1％となっています。 

前回調査と比較してみると、＜感じる 計＞は前回調査より 4.2 ポイント減少しています。 

平成 31 年度末までの目標値 33.3％に対して、平成 29 年度の実績値は 25.8％であり、今回調査の達成

率は 77.5％となっています。 

  

今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

4.1 

4.9 

4.8 

21.7 

25.1 

23.4 

33.1 

31.3 

31.9 

23.6 

21.9 

21.1 

15.6 

15.8 

18.1 

2.0 

1.1 

0.9 

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

平成 31 年度末 

目標値：33.3％ 

平成 29 年度 

実績値：25.8％ 

感じる

計

感じない

計

25.8 39.2

30.0 37.7

28.2 39.2
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

3.0

5.0

4.5

8.4

3.6

4.9

3.6

2.1

3.8

2.7

5.2

3.3

4.8

2.2

2.9

5.0

21.2

22.2

13.6

19.3

25.0

24.1

19.5

17.4

23.7

24.7

20.8

16.7

22.3

13.3

25.0

19.4

31.9

33.8

54.5

41.0

32.9

28.6

31.4

30.5

35.1

35.4

34.2

20.0

29.8

31.1

34.6

32.8

24.0

23.2

18.2

14.5

22.9

25.1

26.6

31.1

19.6

20.9

21.2

30.0

25.0

40.0

24.0

24.4

17.5

14.1

9.1

16.9

15.7

15.8

17.2

16.8

13.7

14.1

17.5

26.7

14.4

13.3

11.5

16.9

2.4

1.7

-

-

-

1.5

1.8

2.1

4.1

2.3

1.1

3.3

3.7

-

1.9

1.5

(%)

感じる やや感じる わからない やや感じない 感じない 無回答

性別にみると、＜感じる 計＞の割合は女性（27.2％）が男性（24.2％）を 3.0 ポイント上回ってい

ます。 

年齢別にみると、＜感じない 計＞の割合は 60～69 歳で約５割と最も多くなっています。 

居住地域別にみると、＜感じない 計＞の割合は睦地域、阿蘇地域で５割台半ばと多くなっています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じる

計

感じない

計

24.2 41.5

27.2 37.3

18.1 27.3

27.7 31.4

28.6 38.6

29.0 40.9

23.1 43.8

19.5 47.9

27.5 33.3

27.4 35.0

26.0 38.7

20.0 56.7

27.1 39.4

15.5 53.3

27.9 35.5

24.4 41.3

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

6.2 

6.2 

5.8 

28.7 

30.2 

28.0 

27.1 

26.7 

27.1 

23.1 

22.1 

22.7 

13.1 

13.4 

15.6 

1.8 

1.3 

0.9 

(%)

満足 やや満足 わからない やや不満 不満 無回答

満足

計

不満

計

34.9 36.2

36.4 35.5

33.8 38.3

（９）公共施設のサービス、設備や管理・運営に関する満足度について 

問13 市内には、市民会館・図書館をはじめ多くの公共施設がありますが、あなたは公共施設の提供するサー

ビス、設備や管理・運営に満足していますか？ 

 

 

公共施設の提供するサービス、設備や管理・運営に満足しているかについては、「満足」（6.2％）と

「やや満足」（28.7％）を合わせた＜満足 計＞が 34.9％、「やや不満」（23.1％）と「不満」（13.1％）

を合わせた＜不満 計＞が 36.2％となっています。 

前回調査と比較してみると、＜満足 計＞は前回調査より 1.5 ポイント減少しています。 
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

7.5

5.0

31.8

15.7

7.9

8.4

3.0

2.1

3.4

7.2

4.8

3.3

8.0

8.9

6.7

3.5

28.4

28.9

36.4

38.6

25.7

25.1

25.4

26.3

32.3

32.3

29.7

16.7

26.6

22.2

34.6

24.9

26.8

27.5

9.1

25.3

29.3

23.2

26.6

26.3

32.0

22.4

26.8

33.3

31.9

37.8

25.0

27.4

21.8

24.4

18.2

9.6

23.6

28.1

31.4

23.7

18.9

24.0

26.8

13.3

19.1

17.8

20.2

25.4

13.1

12.9

4.5

10.8

13.6

13.8

11.8

19.5

10.0

11.4

10.8

30.0

11.2

13.3

12.5

17.9

2.4

1.3

-

-

-

1.5

1.8

2.1

3.4

2.7

1.1

3.3

3.2

-

1.0

1.0

(%)

満足 やや満足 わからない やや不満 不満 無回答

性別にみると、＜満足 計＞の割合は男性（35.9％）が女性（33.9％）を2.0ポイント上回っています。 

年齢別にみると、＜満足 計＞の割合は 18～19 歳で約７割、20～29 歳で５割半ばと多くなっていま

す。一方、＜不満 計＞の割合は 40～49 歳、50～59 歳、60～69 歳で４割以上と多くなっています。 

居住地域別にみると、＜不満 計＞の割合は八千代台地域と睦地域で４割台半ばと多く、＜満足 計＞の

割合を大きく上回っています。 

 

■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

  

満足

計

不満

計

35.9 34.9

33.9 37.3

68.2 22.7

54.3 20.4

33.6 37.2

33.5 41.9

28.4 43.2

28.4 43.2

35.7 28.9

39.5 35.4

34.5 37.6

20.0 43.3

34.6 30.3

31.1 31.1

41.3 32.7

28.4 43.3

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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今回調査 (n=1,103)

前回調査 (n=1,121)

前々回調査 (n=  565)

10.2 

9.6 

11.0 

29.4 

30.6 

27.6 

34.5 

31.1 

32.6 

13.5 

14.5 

13.1 

10.0 

8.7 

12.0 

2.4 

5.4 

3.7 

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

思う

計

思わない

計

39.6 23.5

40.2 23.2

38.6 25.1

（10）「八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について 

問14 平成28年3月に策定した「八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」には、問５から問１３までの設問に関

連する事業が含まれています。本市の将来の人口減少抑制を目標としていますが、あなたはこの総合戦

略を実施することが、人口減少の抑制に効果があると思いますか？ 

 

 

総合戦略を実施することが、人口減少の抑制に効果があると思うかについては、「思う」（10.2％）と

「やや思う」（29.4％）を合わせた＜思う 計＞が 39.6％、「やや思わない」（13.5％）と「思わない」

（10.0％）を合わせた＜思わない 計＞が 23.5％となっています。一方、「わからない」は 34.5％とな

っています。 

前回調査と比較してみると、＜思う 計＞は前回調査（40.2%）とほぼ変化はありません。 
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n

男性 (496)

女性 (603)

１８～1９歳 (22)

２０～２９歳 (83)

３０～３９歳 (140)

４０～４９歳 (203)

５０～５９歳 (169)

６０～６９歳 (190)

７０歳以上 (291)

大和田地域 (263)

高津・緑が丘地域 (269)

睦地域 (30)

村上地域 (188)

阿蘇地域 (45)

勝田台地域 (104)

八千代台地域 (201)

11.5

9.3

18.2

16.9

7.1

6.9

5.3

12.1

13.1

8.0

11.2

16.7

12.2

13.3

7.7

10.0

28.2

30.3

36.4

36.1

36.4

35.5

30.2

24.7

22.0

33.1

29.4

13.3

29.3

22.2

33.7

26.4

32.3

36.3

18.2

18.1

29.3

26.6

33.7

39.5

45.4

31.9

35.3

43.3

37.8

28.9

35.6

33.3

14.7

12.6

13.6

10.8

18.6

17.7

18.9

11.6

7.2

17.9

11.2

10.0

9.6

20.0

10.6

14.9

11.5

8.6

13.6

15.7

7.1

12.3

10.7

8.9

8.2

8.4

10.4

16.7

8.0

13.3

10.6

11.4

1.8

2.8

-

2.4

1.4

1.0

1.2

3.2

4.1

0.8

2.6

-

3.2

2.2

1.9

4.0

(%)

思う やや思う わからない やや思わない 思わない 無回答

思う

計

思わない

計

39.7 26.2

39.6 21.2

54.6 27.2

53.0 26.5

43.5 25.7

42.4 30.0

35.5 29.6

36.8 20.5

35.1 15.4

41.1 26.3

40.6 21.6

30.0 26.7

41.5 17.6

35.5 33.3

41.4 21.2

36.4 26.3

性別にみると、＜思わない 計＞の割合は男性（26.2％）が女性（21.2％）を 5.0 ポイント上回って

います。 

年齢別にみると、＜思う 計＞の割合は年齢が下がるにつれて増加する傾向にあり、29 歳以下では５

割台半ばと多くなっています。 

居住地域別にみると、＜思わない 計＞の割合は村上地域で 17.6％と少なくなっています。 

 

 ■性別/年齢別/居住地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【性
別
】 

【年
齢
別
】 

【
居
住
地
域
別
】 
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（n=693）

市政

地域福祉・保健医療

青少年・男女平等

生涯教育・生涯スポーツ

環境

社会基盤・生活基盤

産業

地域活動

その他

241 

163 

36 

120 

54 

391 

72 

45 

79 

0 100 200 300 400 500

(件)

（11）八千代市へのご意見・ご要望 

問15 今後のまちづくりについて、市へのご意見やご要望などがありましたら、ご自由にお書きください。 

八千代市へのご意見・ご要望については、693 名の方から述べ 1,201 件の内容をいただきました。 

下記は主な内容と件数になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  





 

 

第３章 調査票 
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市民の皆様には、日頃より市政に対しましてご理解、ご協力を賜りお礼申し上げます。 

このたび、将来の人口減少対策として平成 27 年度から 31 年度までの市が重点的に取り組むべ

き政策目標・施策を示す「八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の重要業績評価指標の達

成状況（満足度）を把握するための調査を実施することといたしました。 

調査票は、市内にお住まいの 18 歳以上の方 3,000 人を抽出して送付しております。抽出は，実

際の年齢，性別，地域の人口割合に近い値で行っています。 

お答えいただきました調査結果は市ホームページ等で公表しますが、設問は市に対する印象等

に関するものが主であり、個人の特定につながるものではありません。 

ご回答のために貴重なお時間をいただくことになり、まことに恐縮ではございますが、調査の

趣旨をご理解の上、ご協力くださいますようお願いします。 

なお、「八千代市人口ビジョン」及び「八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の内容につ

きましては、別添の概要版及び八千代市のホームページをご覧ください。 

 

平成３０年１月 

八千代市長 服 部 友 則    

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ この調査は、できるだけ宛名の方ご本人がご記入ください。 
２ この調査は無記名です。名前・住所を書いていただく必要はありません。 
３ 各設問の該当する選択肢の番号に○を付けてください。 
４ 調査の結果は、市のホームページなどで公表いたします。 
５ ご記入いただきました調査票は、 

平成 30 年 2 月 8 日（木曜日）までに、 

同封した返信用封筒（切手不要）に入れて投函してください。 
６ 調査の内容等について、ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせく

ださい。 
（問合せ先）■八千代市 総務企画部 総合企画課 企画政策班 

〒276-8501 千葉県八千代市大和田新田 312-5 

電話 (047)483 -1151 内線 2332・2333 

八千代市まち・ひと・しごと創生に関する市民満足度調査



 
あ

【

【

【
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⼋千代市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略について 

 

 

 

次の設問から，「⼋千代市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」に関連する設問となります。 

【問５】「⼋千代市のイメージ」についてお尋ねします。 

本市は，都⼼から 30 ㎞圏に位置し，東京のベッドタウンとして発展してきました。 

また，新川を中⼼に広⼤な⽥園が広がるなど，豊かな⾃然も残されています。あなたは 

本市のイメージは良いと思いますか？ 

 
 

【問６】「⼋千代市の活性化」についてお尋ねします。 

まちの活性化のためには，「地域コミュニティの活性化」，「地域の産業の活性化」，「地域

の観光の活性化」などが必要ですが，本市は現在，まちが活性化していると感じますか？ 

 

 

【問７】「新川周辺の活性化」についてお尋ねします。 

市のシンボル的存在の新川の周辺には，やちよふれあいの農業の郷，中央図書館・市⺠ギ

ャラリーや総合グラウンドなどがあり，また，夏には⼋千代ふるさと親⼦祭が開催されるな

ど，イベントにも活⽤されています。あなたは新川周辺が活性化していると感じますか？ 

 
 

【問８】「地域活動」についてお尋ねします。 

地域には，⾃治会などの活動をはじめ，⽼⼈クラブや地域ボランティアなどの様々な活動

がありますが，あなたは積極的に地域活動に参加していると思いますか？ 

 

  

１ 思う ２ やや思う ３ わからない ４ やや思わない ５ 思わない 

１ 感じる ２ やや感じる ３ わからない ４ やや感じない ５ 感じない 

１ 感じる ２ やや感じる ３ わからない ４ やや感じない ５ 感じない 

１ 思う ２ やや思う ３ わからない ４ やや思わない ５ 思わない 

 
⼋千代市では，将来の⼈⼝減少対策として今後市が重点的に取り組むべき政策⽬

標・施策を掲げる「⼋千代市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を平成２８年 3 ⽉
に策定しました。 
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【問９】「地域消防・救急体制」についてお尋ねします。 

市では，消防拠点の整備や⾞両の増強，救急・救助体制の強化や医療機関との連携強化に

努めているところですが，あなたは本市の地域消防・救急体制が整っていると感じますか？ 

 

 

【問 10】「災害に備えた対策」についてお尋ねします。 

市では，災害に備えて情報伝達⼿段の多様化や，⾷料などの必要物資の備蓄などに努めて

いるところですが，本市は災害に備えた対策が適切に⾏われていると思いますか？ 

 

 

【問 11】「公共交通不便地域における⾼齢者の移動」についてお尋ねします。 

市では，公共交通の利⽤が困難な地域に居住し，外出が困難な⾼齢者のため，タクシーの

利⽤料⾦の⼀部を助成し⾼齢者の外出を⽀援していますが，本市は公共交通不便地域にお住

まいの⾼齢者など，交通弱者にやさしい交通環境だと感じますか？ 

 
 

【問 12】「防災・⽣活情報の得やすさ」についてお尋ねします。 

市では，防災・⽣活情報の伝達強化や，多⾔語による防災・⽣活情報の配信に取り組んで

いますが，あなたは防災・⽣活情報が得やすいと感じますか？ 

 

 

【問 13】公共施設のサービス，設備や管理・運営に関する満⾜度についてお尋ねします。 

市内には，市⺠会館・図書館をはじめ多くの公共施設がありますが，あなたは公共施設の

提供するサービス，設備や管理・運営に満⾜していますか？ 

 
 

 

  

１ 感じる ２ やや感じる ３ わからない ４ やや感じない ５ 感じない 

１ 思う ２ やや思う ３ わからない ４ やや思わない ５ 思わない 

１ 感じる ２ やや感じる ３ わからない ４ やや感じない ５ 感じない 

１ 感じる ２ やや感じる ３ わからない ４ やや感じない ５ 感じない 

１ 満⾜ ２ やや満⾜ ３ わからない ４ やや不満 ５ 不満 
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〜アンケートは以上です。ご協⼒ありがとうございました。〜 
ご記⼊いただいた調査票は，そのまま同封の返信⽤封筒（切⼿不要）に⼊れ， 

2 ⽉ 8 ⽇（⽊）までに郵便ポストへ投函してください。 

【問合せ先】 

⼋千代市 総務企画部 総合企画課 企画政策班  

電話 047-483-1151 内線 2332・2333

【問 1４】「⼋千代市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」についてお尋ねします。 

平成２８年３⽉に策定した「⼋千代市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」には，問５から

問１３までの設問に関連する事業が含まれています。本市の将来の⼈⼝減少抑制を⽬標とし

ていますが，あなたはこの総合戦略を実施することが，⼈⼝減少の抑制に効果があると思い

ますか？ 

 
 
【問 1５】今後のまちづくりについて，市へのご意⾒やご要望などがありましたら，ご⾃由に 

お書きください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 思う ２ やや思う ３ わからない ４ やや思わない ５ 思わない 
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